


新型コロナウイルス感染症
について

面会について

個人防護具について

発熱、呼吸器症状のある方の
診療について
コロナやインフルエンザ等感染症の院内伝
播を防止するために、当院では発熱、呼吸器
症状等の風邪症状のある方は「ひまわりビレ
ッジ」で診療を行っています。5類へ移行後
もひまわりビレッジでの診療は継続します。
発熱あるいは咳嗽、喀痰、咽頭痛、呼吸困難
感など呼吸器症状のある方は、ひまわりビレ
ッジ受付にお越しください。

コロナ禍で個人防護具という言葉を耳にされたことがあるのではないか
と思います。個人防護具とは、細菌やウイルスなどの病原体から体を守る
道具を指します。コロナ対応では、医療者は全身を覆うスタイルで患者さ
んと対応していましたが、5月8日以降は、飛沫感染対策を中心に個人防
護具を見直しました。
飛沫感染は目・鼻・口を守ることが重要です。当院の職員は常時マスク
の着用、必要時は目を守るためにフェイスシールドを着用します。

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが、5月8日に
５類感染症へ移行されました。しかし、新型コロナウイルスの感染力
や病原性は変化していません。今後も、基礎疾患を有する方や高齢者
など重症化リスクの高い人たちが集まる医療機関においては感染対策
の継続が重要となります。
当院では、3月13日に“マスク着用の考え方”が変更になった後も、
院内に入る方全員にマスク着用をお願いしています。
来院される皆様が安心し
てご利用頂けるよう、病院
入口においてマスク着用の
確認を行っています。引き
続き、マスク着用のご協力
をお願いします。

新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、
2020年3月より全面面会禁止の対応を行
っていましたが、5類感染症の移行と同時
に面会を再開しました。再開にあたり、面
会人数や時間の制限を設けさせて頂いてい
ます。特に、病棟エリアへの立入りに関し
ては許可証の携帯が必須となります。面会
にご来院頂く場合には、総合案内で受付を
行いますのでご協力をお願いします。

コロナ5類引き下げの対応等について
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